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資料３ 

令和６年度行政評価の概要 

 

 

１ 行政評価の趣旨 

  本市総合計画の効率的かつ計画的な推進に資するとともに、市民の視点に立った成果重視型の行財政運営の実現を図る

ため、行政評価（事務事業評価及び政策・施策評価）を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

２ 行政評価の対象及び実施年度等 

 (1) 行政評価の対象 

総合計画に掲げる政策、施策及びこれらに基づき実施する事務事業 

  (2) 実施年度等 

年度 区分 評価事業数等 

５ 
事務事業評価 内部・外部評価 

８０９（うち外部：３） 

６   

 

【参考：行政評価のスケジュール（実施年度）】 

項目 Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 

事務事業評価 
事業点検         

外部評価   総計後期基

本計画検討 

    次期総計 

検討 政策・施策評価  施策評価    政策・施策評価 

 

 

 

 

 

 

３ 令和６年度行政評価 

 (1) 対象事業 

第六次鹿児島市総合計画前期基本計画の基づく第２期実施計画に掲載されている事業を対象に事務事業評価を行う。 

 

 (2) スケジュール等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①一次評価（事業点検） 

事業担当課が事業点検明細書及び事業点検チェックシートを作成し、事業毎に局の方針を決定 

 

②二次評価（評価部会・幹事会による評価） 

一次評価 二次評価 

(1)引き続き継続する事業 ・見直し検討事業を選定※し、下記③を踏まえ、評価を決定 

(2)見直しや廃止等の事業 ・事業見直しが図られているため、基本的に一次評価のとおり 

(3)外部評価対象事業 ・外部評価を経て、評価を決定 

※見直し検討事業の選定方法 

・評価の総合点が６０点未満  ・アウトカムの評価点が１０点以下 

・評価項目にＤ判定あり    ・その他確認等が必要な事業 など 
 

【外部評価】（行政改革推進委員会による評価） 

・対象事業（３事業程度） 

市民サービスに大きく関わる、事業費や人的コストが大きい等、見直しに外部評価  が必要な事業を選定 

（各局から希望が無い場合は、事務局で対象事業を選定し、幹事会で決定） 

・評価方法 

事業担当課へのヒアリングを行い、評価資料（概算コストや主な指標等のデータ・ロジックモデル）を基に、 

必要性、有効性、効率性、公平性といった視点から事業をチェックし、行政改革推進委員会委員による評価 

をとりまとめる。 

 

③事業見直しの検討・決定（実施計画・予算編成） 

事業点検等を踏まえ、実施計画・予算編成としての事業見直しの検討・決定を行う。 

  ※決定内容については二次評価の結果に反映 

 

評価体系 

施策

事務事業

政策 ・・・・・基本目標

・・・・・基本施策

政策・施策評価

事務事業評価

目的

手段

目的

手段 ・・・・・実施計画
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(3) 令和６年度行政評価一次評価（事業点検）結果 

項目 

評価区分（事業の方向性）   見直し等 
見直し率 

（Y／X） 
Ａ 

継続 
Ｂ 

見直し 

Ｃ 

統合 

Ｄ 

縮小 

Ｅ 

休止 

Ｆ 

廃止 

Ｇ 

終了 

合計 （B～G） 

（X） （Y） 

事業数 

（件） 
723 94 21 5 0 5 5 853 130 

15.2% 
構成比 

（％） 
84.7 11.0 2.5 0.6 0.0 0.6 0.6 100.0   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：令和５年度行政評価対象事業の改善状況】 

 (1) 評価結果 

項目 

評価区分（事業の方向性）   見直し等 
見直し率 

（Y／X） 
Ａ 

継続 
Ｂ 

見直し 

Ｃ 

統合 

Ｄ 

縮小 

Ｅ 

休止 

Ｆ 

廃止 

Ｇ 

終了 

合計 （B～G） 

（X） （Y） 

事業数 

（件） 
700 48 25 7 2 16 11 809 109 

13.5% 
構成比 

（％） 
86.5 5.9 3.1 0.9 0.2 2.0 1.4 100.0   

 

 (2) 改善状況等 

区分 対象事業 見直し事業 対応済み事業 時間を要する事業 

内部評価 806 106 101 5 

外部評価   3   3   １ ２ 

計 809 109 10２ ７ 

 

 

＜外部評価対象事業の改善状況＞ 

①現時点で改善等を行ったもの（１事業） 

事務事業名 
評価 

区分 
評価内容 主な見直し内容 

鹿児島市 

若年者等 

雇用促進 

助成事業 

F 

廃 

止 

・有効求人倍率などの雇用情勢の変化に伴
い、申請件数は減少してきており、若年
者の雇用促進を含め、より必要性が高く
効果的な他の事業に注力するため、当事
業を廃止すべきである。 

 
 
 
 
 

・当該事業は、リーマンショック後の有効求
人倍率が低い時期に求職者の雇用の機会の
拡大及び安定的な雇用の確保を目的に開始
した事業である。 

・現在、有効求人倍率は高く、また、人手不
足が深刻になっている状況の中、雇用情勢
が変化していることや申請件数が減少して
いることを踏まえ、本事業の役割を果たし
たものと考え、５年度末で廃止とした。 

 

②対応に時間を要するもの（２事業） 

事務事業名 
評価 

区分 
評価内容 主な見直し内容 

ｱｼﾞｱ青少年 

芸術祭開催 

事業 

B 

見 

直 

し 

・貴重な国際交流の場であり、若い世代の
国際性をはぐくむ重要な事業であるが、
国際化や ICT の進展など社会状況が変化
してきており、物的・人的コストの課題
もあることから、運営の見直しを行うべ
きである。 

・同芸術祭を主催する実行委員会において、
６年度は参加団体や日程等の見直しを検討
し、方針を決定する。 

・参加団体や会場、宿泊施設の確保等にその
方針を反映させ見直した取組は、７年度か
ら実施する予定。 

かごしま 

自然百選 

活用事業 

B 

見 

直 

し 

・本市の自然の魅力を広く周知し、生物多
様性への市民の理解を深めるために重要
な事業であるが、費用対効果に留意し、
現在の自然百選について、より効果的に
周知するなど、見直しを行うべきである。 

・６年度は SNS 等による情報発信に取り組む
とともに、EBPMの考え方に基づいた効果的
な周知方法について検討する。 

・案内看板やガイドブックについての取組は
７年度から実施する予定。 

 


